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研究成果の概要 

強誘電材料は強誘電メモリ、圧電 MEMS、振動制御、高誘電キャパシタ等様々な用途に活用さ

れてるキーデバイスである。実用されている強誘電材料のほぼ全ては金属酸化物であるが、酸素

の一部をフッ素に置換した金属酸フッ化物も優れた特性を示す期待がある。しかし、これまで明瞭

な強誘電反転を示す酸フッ化物材料は限られていた。そこで本年度は新たな強誘電酸フッ化物・

反強誘電酸フッ化物の創出を試みた。 

強誘電特性を示す典型的な酸化物材料としてペロブスカイト構造酸化物(ABO3)がある。強誘電

性を示す ABO3の探索指針は主に 3 つである。(1) B サイトの d軌道に電子が中途半端に存在し

ない d0 系の金属元素を選ぶ、もしくは A サイトに 6s 軌道の孤立電子対を持つ金属元素（Pb2+、

Bi3+）を利用すること。(2) ABO3では酸素の価数は－２価のため、A サイトと B サイトの価数の和が

+6 であること。(3) 強誘電反転を示すには絶縁性であることが求められるため、d 軌道が全て、もし

くは半分埋まる(d0、もしくは d5)価数であることが望ましいこと。この様な要件から、これまで強誘電

材料としては BaTiO3、Pb(Zr,Ti)O3、BiFeO3などが用いられている。 

 今回、酸フッ化物強誘電材料を作る上で考慮したのは、(2)の要件が変わることである。例えば

ABO2Fを考えた場合、Aサイトと Bサイトの価数の和が+5 となる。そのため、これまでできなかった

組み合わせが可能となる。（例えば Pb2+と Fe3+の組み合わせ。）そこで本年度は 6s 軌道の孤立電

子対を持つ Pb2+や Bi3+と遷移金属との組み合わせを試し、新たな強誘電酸フッ化物材料、そして

反強誘電酸フッ化物材料を発見することができた。 
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